
・ 自衛隊中央病院職業能力開発センターは、国家公務員

災害補償法に基づき、公務災害及び通勤災害により障害

を負った隊員の部隊勤務及び社会復帰の促進に寄与する

ことを目的して、職業能力開発及び身体運動機能の回復

等に関する指導を行う自衛隊唯一の施設。

・ 1956年の創設以降、これまでに約900名の

隊員の社会復帰に貢献。

【参考】職業能力開発センターの学習風景及び指導科目

自衛隊中央病院職業能力開発センターにおける取組

※職業能力開発センター

※学習風景

①あらゆる人々が活躍する社会・ジェンダー平等の実現


